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特定非営利活動法人武豊文化創造協会 

 

2008年度事業報告 

 

【特定非営利活動に係る事業報告】 

Ⅰ 鑑賞事業 

 

１）鑑賞事業その１ 

 

1 
レクチャーコンサート第 2弾 

「はじめての雅楽」 
日時／場所 2008年6月 1日（日）14:00開演／ 響きホール 

事業の種類 鑑賞事業 邦楽コンサート 

出 演 者 天理高校求道部雅楽班 

プログラム 「越殿楽」「蘭陵王」他 

席設定 150席 

入場者数 144名 

チケット発売日 3／2（日）～ 

チケット価格 前売・当日一般 500円 

従事者数 延べ18名 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

なかなか聴くことが少ない雅楽の生演奏と舞の舞台を、天理高校の協力で、お値打ち価格で提供できた。観客からは、

若い高校生の演奏に感動したとの声がたくさん寄せられた。「すばらしい高校生たちだった。日本の未来も捨てたもので

はないなと思い、幸せな気分になれた」「日本の古典文化を継承してくれているのに感謝！！」など、伝統芸能を伝承す

る若者の一生懸命な姿が、プロの演奏とは違う意味で観客の感動を呼んだ。 

またレクチャーコンサート第 2弾として企画した、衣装や楽器、作品の歴史的背景などの解説や体験コーナーなども、

とても好評で、初めて雅楽を聴くという人にも楽しんでもらえた。 

昨年度の狂言公演に続き、張り出し舞台を作るなど、響きホールの舞台の新しい使い方にもチャレンジできた。 

 

＜リーダー所感＞ 

NPO事業企画としては初めてのアマチュア招聘で、けっこう社員からも不安の声もあり、演奏のビデオや天理まで出

向いて実際の演奏を聞かせたもらうなど、この企画には生みの苦しみもあった。 

チケット料金もワンコイン（500 円）に設定したが、小ホール公演とはいえ売れるのかどうか一抹の不安はあった。

ゆめたろうプラザで行なわれる「狂言入門」の公演日を、チケット発売の初日にするという事務局のアイデアが当たりチ

ケットは即日完売となった。 

日ごろ雅楽に接する機会はほとんどないので、楽器の解説や観客の人たちにも演奏してもらうという構成で、なんとか

皆さんにも満足していただけたのではないかと自負している。部員たちが昼食後に弁当のパックやペットボトルを手早く

片付けたりしてくれ、「エッ！」まだこのような高校生たちもいるんだと、変に感心したことが印象に残っている。 

 

 

２）鑑賞事業その 2 

 

2 
ゆめプラファミリーコンサート 

ホルンとフルート「ゆかいな音楽会」 
日時／場所 2008年6月 28日（土）14:00開演／ 響きホール 

事業の種類 鑑賞事業 クラシックコンサート 

出 演 者 ホルン／丸山勉 フルート／永井由比 ピアノ／林浩子 

プログラム 

ラヴェル／亡き王女のためのパヴァーヌ 

ビゼー／カルメン･ファンタジー 

スタジオジブリ・メドレー 他 

席設定 180席 

入場者数 106名 

チケット発売日 3／28（金）～ 

チケット価格 

前売会員 ２,000円 一般２,２00円  

高校生以下 1,000円 親子ペア3,000円 

当日会員・一般２,７00円 高校生以下1,500円 

従事者数 延べ 16名 

 

見事な舞を披露する高校生 

ゆかいなトークと素敵な演奏 
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＜関連企画＞ 

 

 

出張アクティビティ 

小学校：ホルンとフルート「ゆかいな音楽会」 

保育園：ホルンとフルート「小さな小さな音楽会」 

日時／場所 

2008年6月 26日（木） 

（４時間目）衣浦小学校・15:00～南保育園 

2008年6月 27日（金） 

（４時間目）富貴小学校・15:00～富貴保育園 

事業の種類 クラシック アクティビティ 

出 演 者 ホルン／丸山勉 フルート／永井由比 ピアノ／林浩子 

参加者数 

衣浦小学校 37名 マーチングバンド約40名 

南保育園約 150名 

富貴小学校 28名 富貴保育園約 140名 

従事者数 延べ 23名 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

地方団体が取り組む芸術文化活動を通じた地域づくりの事業を支援する「財団法人地域創造」では、公共ホールへのア

ーティストの派遣事業を行なっている。その中でも、将来の観客を育てる重要な手立てとしてアウトリーチ活動をとらえ、

この活動に積極的に取り組んでいるアーティストを紹介している。今回のアーティストはこの紹介事業を有効に利用して

実施したものである。 

子どもたちとアーティストの双方向の交流を楽しむ出張アクティビティは、子供達の反応を見るとやって良かったと思

う。恩恵を受ける子供の数は少ないが、毎年繰り返し行うことで確実にその数を増やしていける。 

コンサートはホルンの丸山さんのおとぼけにフルートの永井さんが輪をかけてかきまぜ、ピアノの林さんまでからみ舞

台は爆笑につつまれた。一体これはお笑いのステージかコンサートかと分からなくなるほど。それでも締めるところはき

ちんと締めて、ホルンのソロでは素晴らしい音色を響かせていた。フルートもさすが金の音色を出していた。 

 

＜リーダー所感＞ 

フルートの永井由比さんから町民の音楽祭を実施してはと提案があった。最初は小さい規模ではじめて、次第に内容を

充実、拡大させて、将来的には１週間ぐらいの期間をお祭り期間として、町内のいろんなところで食べ物屋台や、街角コ

ンサート、などの武豊独自の音楽祭としたい。音楽好きを沢山発掘して、コンサートがあるときは直接ＤＭを送ってチケ

ットを買ってもらうなどの販売ツールとしても活用できるのではないか。 

 

 

３）鑑賞事業その３ 

3 
NPOたけとよ設立 5 周年記念謝恩事業 

オーケストラ・アンサンブル金沢 
日時／場所 2008年9月 21日（日）15:00開演／ 輝きホール 

事業の種類 鑑賞事業 クラシックコンサート 

出 演 者 
指揮：井上道義 

管弦楽：オーケストラ・アンサンブル金沢 

プログラム 

モーツァルト／アイネ・クライネ・ナハトムジーク 

J.S.バッハ／G 線上のアリア 

ハイドン／交響曲第 96番二長調「奇跡」他 

席設定 660席 

入場者数 483名 

チケット発売日 会員 6／14（土）～、一般 6／21（土）～ 

チケット価格 
前売一般 4,300円 会員4,000円 学生 2,000円 

当日一般・会員 4,800円 学生2,500円 

従事者数 延べ 19名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フルートの演奏を間近に聴いて大喜びの保育園児 

マエストロのお話もオケの演奏も大好評 
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＜関連企画＞ 

 

 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

 「親しみやすいクラシック」をめざして、聴衆がよく知っている曲、指揮者による曲の解説、ウェルカムコンサート

等、楽しい内容で、たいへん好評だった。演奏の精度の高さはもちろん、井上氏の指揮も大好評だった。今後アンサンブ

ル金沢のチケットは売れる、という予感を持った。町外への広報も工夫したい。 

 また、中学生への楽器クリニックでは、プロの指導を受けて生徒たちが向上心をアップさせていた。次回は、中学生の

リハーサル見学も計画に入れたい。 

 

＜リーダー所感＞ 

 名フィル公演で松尾葉子さんが指揮をされた時のインタビュー「このホールには、ひとつのオーケストラではなく、い

ろいろなオーケストラを招いて演奏してもらいなさい」という言葉が実感できた。演奏者、聴衆、企画運営者がともに充

実感を持つことができた。公演日の前と後に新聞に掲載されてよかった。 

 中学生の楽器クリニックは何とか毎年あるいは１年おきに受けさせてあげたいと思った。 

 団員の方に、和食の弁当や和菓子を喜んでいただけてよかった。 

 

 

４）鑑賞事業その４ 

 

４ 
三代真史ジャズ舞踊団公演 

「ジズ・イズ・レノン」 
日時／場所 2008年12月 7日（日）14:０0開演／ 輝きホール 

事業の種類 鑑賞事業 ジャズダンス 

出 演 者 
三代真史ジャスダンス舞踊団  

三代真史ジャスダンスサークル武豊 

プログラム 「ジス・イズ・レノン」 「メリークリスマス武豊’08」 

席設定 621席 

入場者数 441名 

チケット発売日 会員９／13（土）～、一般９／20（土）～ 

チケット価格 

前売会員 2,500円 一般 2,800円 

高校生以下 1,500円 親子 4,000円  

当日会員･一般 3,300円 高校生以下 2,000円 

従事者数 延べ 55名 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

同じ月に名古屋で同公演を三代真史ジャズダンス舞踊団が行う関係もあってか、武豊公演ぎりぎりまでチケットの販

売に苦戦をした。しかし、最終的に三代真史ジャズダンスサークル武豊の協力もあり目標数を達成することができた。サ

 
オーケストラ・アンサンブル金沢 

武豊中学校吹奏楽部クリニック 

日時／場所 

2008年9月 21日（日） 

輝きホールホワイエ・響きホール・響きホールホワイエ 

ミーティングルーム・創作工房・情報考房・練習室 

スタジオ 

事業の種類 クラシック アクティビティ 

指導者 

フルート／岡本えり子（OEK） 

クラリネット／遠藤文江（OEK） 

サクソフォーン／桜井牧夫（名芸大講師） 

トランペット／藤井幹人（OEK） 

ホルン／金星眞（OEK） 

トロンボーン／早川秀一（名芸大講師） 

ユーフォニウム・チューバ 

／岩橋加奈（武中卒・名音大大学院終了） 

パーカッション／大久保貴之（OEK） 

参加者数 

フルート／3名 クラリネット／7名 

サクソフォーン／5名 トランペット／4名 

ホルン／3名 トロンボーン／4名 

ユーフォニウム・チューバ／2名 パーカッション／4名 

従事者数 延べ 8名 

クリスマスの雰囲気いっぱいです 

プロの丁寧な指導を受ける中学生 
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ークルに所属している家族を想定した親子券が良かったのだと思う。 

一部の「ジス・イズ・レノン」は“ビートルズの曲とダンスが合っていて、かっこよかった”“表現が豊かで良かった”

との声が多く、二部の「メリークリスマス武豊’08」は“子どもたちに元気をもらった”“キャンドルサービスなどクリ

スマスっぽくて良かったです”との声が寄せられた。一部と二部の舞台の雰囲気の違いも鑑賞者に楽しんでいただけた要

因だと思う。ただ、休憩中に子ども向けに配ったお菓子の数が少なく客席にいる子ども全員に渡せなかったので不満の声

も聞かれた。今後プレゼントを用意するなら全員に渡すか、渡さないかのどちらかにした方が良いと思われる。 

 

＜リーダー所感＞ 

町民会館オープン時に、三代真史ジャズダンス舞踊団とジャズダンスを一緒に踊ったメンバーが、その後もサークル

を作って練習を積み、今回成長した姿を披露した。 

クリスマスに近いこともあってサンタの姿で休憩中にお菓子のプレゼントを行ったが、サンタさんからお菓子がもら

えなかった子供が泣き出すなど少しかわいそうなところもあり、一部の人にはかえって気まずい思いをさせてしまった。 

その点を除けば交流会にも大勢参加してもらい、大変楽しんでもらえたと言える。 

 

 

５）鑑賞事業その 5 

 

５ 
NPOたけとよ設立 5 周年記念謝恩事業 

演劇博覧会「カラフル３」 

日時／場所 
2009年3月 14日(土)10:30開演 

15日(日)10:00開演／輝きホール 

事業の種類 鑑賞事業 演劇 

出演者／ 

プログラム 

柿喰う客／「恋人としては無理」 

劇団コーヒー牛乳／「男の 60分」 

BQMAP／「バースデイ」 

Marmoset／「ヌーディスト」 

劇団 820製作所 

／「izumi（あるいは思いだせない夢のはなし）」 

劇団渡辺／「授業―喜劇的ドラマー」 

演劇組織 KIMYO／「カスタネット ホーム」 

劇団 C-Factory／「シャインズマン」 

劇団スマイルバケーション／「さすらいダンボール」 

劇団蒼月／「カケル」 

西田シャトナー演劇研究所／「例えばなし砦」 

fuzzy m Arts／「A day in the life（colorful ver.） 

旧劇団スカイフィッシュ／「適切な距離」 

特攻舞台Baku-団 

／「ピッツァ・ヒーロー・ミックス・L サイズ」 

席設定 各日 600席 

入場者数 626名 

チケット発売日 一般 12／20（土）～ 

チケット価格 
前売会員 2,700円 一般3,000円  

当日会員・一般 3,500円 

従事者数 延べ 85名 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

内容的にレベルが高く、実施してよかった。一日で色々な種類の演劇を観ることができ、演劇初心者のよい入門編に

なった。外部の組織が企画したものと連携できてよかった。地域的にも年齢的にも、新しい客層を呼ぶことができた。 

飲食の提供ができてよかった。駅とホールとのバス運行は、遠方からの観客の足として役立った。 

チケット販売については苦戦した。 

 

＜リーダー所感＞ 

外部組織との連携であったため、NPOができることが限られており、担当者が事業を実施している実感がなかなか持

てなかった。公演自体は内容もよく、観客によいものを提供できた。この演劇の芽を次に伸ばしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

特攻舞台 Baku-団 
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6）鑑賞事業その6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

プロデュース体験講座は数ヶ月にわたる講座と公演を組み合わせたもので、今年度に新しく取り組んだものである。 

主な内容としてはバンド活動のノウハウや、作曲、楽器などの技術指導まで多岐にわたり、ひとつのバンドの全体的

なレベルアップを図り、それぞれのバンドが自分たちでライブを開催できることを目標とした。 

講座、公演ともに盛況で成功といえる内容となった。 

今後に向けての改善点や工夫するべきところとしては、まずNPOたけとよが何を目指して事業を実施するのかという

点をもう少し分かりやすく受講者に伝え、意識を共有することを目標とすることと、ライブ実施へのプロセスを公開し、

順序立てて参加してもらいながら展開することだと考えられる。 

単年で効果を実感できるような事業ではないので、事業計画も長期で見直しながら良い方向に進めていきたいと考え

ている。 

 

＜リーダー所感＞ 

地域の中で複数あるバンドを少しでもひとつの場所に集めることができたという点では、この事業は成功だった。事

業自体は初めての試みということもあり、ドタバタとしてしまった感じもあったが最終的に出演者、講師、スタッフさら

に観客の協力もあり、無事に成功した。バンドをしている人たちの行動力、集客力は予想以上で今後上手い事業展開さえ

考えることができれば、さらに様々な可能性もみえてくるのではないかと思った。 

今回の事業は成功だったと思う。もっとすごい可能性を持っていることに気付かされたという点では担当としてもプ

ラスだった。 

 

６ 

NPOたけとよ設立 5 周年記念謝恩事業 

プロデュース体験講座 

ゆめプラバンドフェスタ 2008「夢奏」 

日時／場所 

講師／内容 

 

講座１ 2008年7月27日（日）14:00～15:30 

／情報考房 

講師：竹本義明／「プロデュース＆マネジメント」 

講座２ 2008年８月30日（土）14:00～15:30 

／情報考房 

講師：岩本渡／「楽曲制作（PC制作含む）」 

講座３ 2008年9月20日（土）19:00～20:30 

／練習室 

講師：丹羽和久／「実技指導（ドラム）」 

講座４ 2008年10月25日（土）18:30～20:00 

／練習室 

講師：平井哉房／「実技指導（ギター） 

講座５ 2008年11月29日（土）14:00～17:00 

／輝きホール 

講師：野々田万照／「セッション」 

ゆめプラバンドフェスタ 2008「夢奏」 

 2008年12月14日（日）14:00～17:00 

／輝きホール 

 出演団体／Defective Pride Oggi Dreamer 

  The Rockin’Bears アイデン＆ティティ 夕凪 

  ちたしんバンド 

事業の種類 
体験講座・発表会 

（ジャズ･フォーク・ロック･ポップスバンド） 

参加者数 
受講生／6バンド 32名 

ゆめプラバンドフェスタ「夢奏」／276名 

申込日 6月28日（土）～7月5日（土） 

参加費 1バンド6,000円 

席設定 600席 

入場者数 276名 

チケット発売日 一般 10／11（土）～ 

チケット価格 前売一般 300円 小学生100円 

従事者数 延べ 42名 
ひとり一人に合わせた指導 

プロみたいだよ GOOD！ 
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7）鑑賞事業その7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

 自分たちでルールを作って身体を使った音楽を作曲するという、現代音楽のワークショップを初めて行った。3日間の

講座ということもあり、応募も 17 名と少なめだったが、当日近くにキャンセルが出て、参加者が 9 人になってしまっ

た。結果的には、子どもたち一人一人がルールを理解できているか確認しながら作っていくのに、ちょうどよい人数だっ

た。講師が子どもたちの声を丁寧に拾いながら進めてくれたので、子どもならではの発想が生きた作品がいくつもできた。

最終日の発表には保護者も招待し、作品のタイトルや手作りのプログラムを子どもたち皆で作って配布するなど、作品の

制作だけでなく、発表までの過程も楽しめた。 

 

＜リーダー所感＞ 

若い講師陣と子どもたちが一緒になってルールを決めたり、練習をしたりして、初対面の子どもたちが、最後にはまる

で旧知の仲のように打ち解け、3日目に別れるのが名残惜しそうだったのが印象的だった。また、女の子の中にひとりだ

けいた男の子が、恥ずかしさもあって入りにくそうにしていたが、男性の講師が一緒に寄り添ってくれたり、声かけをし

てくれたりして、最後まで続けることができ、よかったと思う。 

 

 

Ⅱ 芸術と科学のハーモニー事業 

 

8）芸術と科学のハーモニー事業その 1 

「ゆめホタル～光のまちの芸術家たち」実施事業 

 

A．「星」プロジェクト 

 

○ゆめホタル～星プロジェクト 

日  時  2009年3月28日（土）18:30～20:30 

会  場  半田空の科学館 

対  象  小学生以上 

参 加 費   高校生以上 210円 子ども100円（プラネタリウム入館料） 

内  容  プラネタリウムでゆめホタル mini を用いて光害の体験や、星

や星座の学習をした後、望遠鏡を用いて月や土星などの観測を

行った。 

講  師  半田空の科学館学芸員 林美秀さん 

指導スタッフ：ふくろうの会のボランティアの皆さん(5名)  

参加者数  51名 

従事者数  5名 

 

B．「ゆめホタル～キャンドルナイト」 

 

日  時  2008年６月21日（土） 18:30開場 19:00開演 

会  場  ゆめたろうプラザ 響きホール 

対  象  一般  

入 場 料    無料 

 内  容  「でんきを消して、スローな夜を」を合言葉に環境ＮＧＯが呼

びかけている「キャンドルナイト」に風力や太陽光で発電した

電力を用いた「ゆめホタル」をフィーチャリングし、朗読と、

７ 
あいち子ども芸術大学 

「みんなで作ろう！からだを使ったアルゴリズム音楽」 

日時／場所 

2008年8月 7日（木）・8日(金)・10日(日) 

／練習室・創作工房 

9:30～16:00 

事業の種類 現代音楽 

講師 時間旅行楽団 

プログラム 「アルゴリズム音楽」の鑑賞と制作 

参加者数 ９名 

申込日 7月12日（土）必着（往復はがきにて申込み） 

参加費 無料 

従事者数 延べ 15名 

肉眼で星の位置を確認 

耳を澄ませて朗読を聴きました 

ルールをみんなで決めるよ 
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地域出身のモダン歌謡デュオ「人+人（にんじん）」のコラボレ

ーションでコンサートを実施した。 

演  奏  Be-Style 

人+人(にんじん) 

参加者数  200名 

従事者数  23名 

 

 

〇キャンドル製作教室 

 

日  時  2008年５月17日(土) 

①10:00～12:00 ②13:30～15:30 ③18:00～20:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  保育園年少以上  

参 加 費    500円 

 内  容  「ゆめホタル～キャンドルナイト」関連企画。粘土状のキャン

ドル素材で一人ひとりの発想を活かしてキャンドルを製作し

た。 

参加者数  60名 

従事者数  7名 

 

 

〇ゆめあかり製作教室 

 

日  時  2008年６月14日（土） 

①10:00～12:00 ②13:30～15:30 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  保育園年少以上  

入 場 料    1000円 

 内  容  「ゆめホタル～キャンドルナイト」関連企画。新型ゆめホタル

「ゆめあかり(仮称)」（正式名称「ゆめホタル mini」）のシェー

ド（かさ）部分を小さくカットした障子紙を張子で丸く形作っ

たり、四角にカットした障子紙に絵を描いたりして、あんどん

に仕立てた。 

参加者数  40名 

従事者数  9名 

 

 

C．「ゆめホタル～クリスマスコンサート」 

 

日  時  2008年12月23日（祝） 13:30開場 14:00開演 

会  場  ゆめたろうプラザ 輝きホール 

対  象  3歳以上  

入 場 料    一般500円 高校生以下 300円 

 内  容  地域出身のモダン歌謡デュオ「人+人（にんじん）」、名古屋芸

術大学の学生によるバンド「B-Style」と、4000 本規模の「ゆ

めホタル」、新作「ゆめホタル mini」とのコラボレーションでコ

ンサートを実施した。 

演  奏  Be-Style 

人+人(にんじん) 

参加者数  425名 

従事者数  26名 

 

 

D．情報発信プロジェクト 

 

○ゆめホタル出張上演／ブラザー キャンドルナイト 

日  時  2008年６月1８日（水）16:00～20:00 

会  場  ブラザー コミュニケーション スペース／愛知県名古屋市（ブラザー工業（株）） 

対  象  ブラザー工業（株）従業員 

内  容  ブラザー工業（株）が実施する環境啓発イベントにて「ゆめホタル」「ゆめホタル mini」を用いた「キャ

火をつけるのがもったいないね 

なかなかうまくいかんねぇ 

会場が一つになって「世界に一つだけの花」 
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ンドルナイト」を実施。 

参加者数  300名 

従事者数  4名 

 

 

○ゆめホタル出張上演／ブラザー老人健康施設瑞穂 

日  時  2008年８月８日（金）1６:00～20:00 

会  場  ブラザー老人健康施設瑞穂／愛知県名古屋市 

対  象  施設利用者 

内  容  施設入所者、デイケア利用者対象に実施した「ゆめホタル～ワークショップ」で制作してランプシェード

を用いた、ゆめホタルの上演を実施。 

参加者数  ８0名 

従事者数  4名 

 

 

○ゆめホタル出張上演／内海・CHITAHANTOU TAIKO FESTA 

日  時  2008年８月10日（土） 

会  場  知多郡南知多町内海／名鉄内海駅前広場 

対  象  一般 

内  容  内海を拠点とする太鼓サークル「こころ会」が、地域おこしと

して実施した「CHITAHANTOU TAIKO FESTA」で「ゆめ

ホタル」を上演した。 

参加者数  300名 

従事者数  8名 

 

 

○ゆめホタル出張ワークショップ／飛騨高山 

日  時  2008年８月28日（木） 

会  場  飛騨世界生活文化センター／岐阜県高山市 

対  象  飛騨コンソーシアム職員・ボランティアスタッフ 

内  容  飛騨コンソーシアム主催のイルミネーション事業で展示する

ためのゆめホタル制作の指導を行った。11 月 16 日～２月１

日まで 10,000本規模の「ゆめホタル」が飛騨世界生活文化セ

ンターで展示された。 

参加者数  13名 

従事者数  ３名 

 

 

○ゆめホタル出張ワークショップ・上演／小牧市 

日  時  ワークショップ 2008年10月４日（土） 

      上演 2008年11月15日（土） 

会  場  ワークショップ 小牧市商工会議所（愛知県小牧市） 

上演 小牧市名鉄駅前広場 

対  象  一般 

内  容  小牧市駅前推進室による、商店街クリスマスイルミネーション

にて点灯用のゆめホタルを製作し、名鉄小牧駅前で点灯した。 

参加者数  100名 

従事者数  3名 

 

 

○ゆめホタル出張上演／聖なる光事業 

日  時  2008年12月６日（土）14:50～18:30 

会  場  知多郡南知多町内海／桜米軒駐車場 

対  象  一般 

内  容  内海商工会主催のイルミネーション事業｢聖なるひかり

2008｣で上演を行った。１０００本規模の「ゆめホタル」の上

演を実施。 

参加者数  300名 

従事者数  4名 

 

 

職人の技に興味津々 

力強い和太鼓との競演 

ちょっと触ってみようかねぇ 
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○ゆめホタル出張上演／足助・ほのか 

日  時  2009年２月11日（水） 

会  場  愛知県豊田市足助町中馬街道 

対  象  一般 

内  容  光のアートイベント「ほのか」にて、「ゆめホタル」と「ゆめホタル mini」を上演した。 

参加者数  300名 

従事者数  １名 

 

 

○「ゆめホタル」ホームページ拡充活動 

日  時  通年 

会  場  ゆめたろうプラザ 情報プラザ 

対  象  ホームページを閲覧する一般市民 約２０００名 

内  容  「ゆめホタル」の活動の推進のため、従来の「ゆめホタル」ウエブサイトをブログを活用したホームペー

ジに拡充するとともに、フィジーとの国際交流活動で使用するために、必要なページを英語対応にした。 

従事者数  ２名 

 

 
○「ダ･ヴィンチ新聞」発行活動 

 

日  時  ４月・5月・7月・9月・11月・1月・3月発行 

会  場  武豊町内の全小・中学校に配布 

対  象  武豊町内の各小・中学校の在校生 約 4500名 

内  容  芸術と科学のハーモニー事業の報告や予告、さまざまな活動の

特集記事を掲載した。 

従事者数  2名 

 

E．光のシンフォニー創作教室 

フレンドシップ事業の「第２回子どもエコミーティング」の講座内で実施

した。 

 

 

9）芸術と科学のハーモニー事業その 2 

 

フレンドシップ事業 

 

 法人は 2008年度と 2009年度の２ヵ年に渡って実施する事業として、太平洋を挟んだ日本とフィジーを中心とする

南太平洋諸国の若い世代が参加する、「ゆめホタル」を素材にする「芸術」「科学」「環境」をテーマにした国際交流活動

を企画し、2008 年度にその前半の活動を実施した。当初は、2008 年度内で実施する予定であったが、フィジーとの

協働体制の構築に手間取り、一部を継続事業として計画しなおした。 

本事業は、両国の持続的な発展を願い、それぞれの国の豊かな自然や文化、解決すべき環境課題を学ぶ「環境学習の機

会」を若い世代に提供するとともに、環境アートとしての「ゆめホタル」を活用して、「創作・コミュニケーションの機

会」を提供するものであり、経済的な課題から人的な渡航交流が困難な状況においても継続的で有意義な交流を目指して

いる。本事業を通じて、日本とフィジーを中心とする南太平洋諸国の若い世代が、持続可能な社会にむけて行動できる人

に育つための一助となることを目指している。 

「環境学習の機会」としては、両国の子供たちに「フードマイレージ」や「環境家計簿」をテーマとする環境学習講座

を提供するとともに、その学習成果に基づき自ら行動する機会を提供する。また、日本とフィジーの地域住民や子供たち

が参加する「ゆめホタル～１万世帯のエコ生活応援プロジェクト」（名称を「ゆめホタル～Relay for the Future」プロ

ジェクトに変更の予定）を本事業の中で実施し、自宅での省エネ実践の取り組みの輪をリレー形式で広げていく取り組み

を行う。 

「創作・コミュニケーションの機会」としては、日本やフィジー、ソロモン諸島などの子どもを中心とした住民が、各

国の文化や生活を絵で紹介する「絵手紙ランプシェード」を制作して交換する活動を行う。「絵手紙ランプシェード」は

交流国において「ゆめホタル」とともに灯し、「環境アート」を通じた交流を行う。 

これらの取り組みの成果は、日本とフィジーで同時開催する「フレンドシップ交流イベント」で参加者の直接対話を通

じて共有し、地球規模の共通課題を認識してその解決のために行動できる若い世代の育成につなげる。 

なお、本事業は、モリ・コロ基金からの受託金にもとづき、南太平洋大学との協働で実施するものであり、中部電力株

式会社、豊田合成株式会社、三洋電機株式会社などの企業の協力も得ながら実施する。 

2008 年度は、日本での環境学習講座の取り組みを実施するとともに、2009 年度のフィジーとの連携事業に向けた

準備を行った。2009年度には、企業との連携、フィジーとの連携活動を加えて、成果報告会を実施する予定である。 

 

Ａ．環境学習講座の実施 

真剣に光のデザイン 
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ａ）環境文化講演会ならびに環境写真展の開催 

南太平洋諸島での生活経験のある講師を招き、各国の文化や生活様式を学ぶと共に、エネルギーに依存しない豊か

さを考える講演会を以下の内容で実施した。武豊町では、環境写真展などの企画展も実施した。 

ⅰ）武豊町 

 ・ツバル環境文化講演会 

日時：2008年６月29日（日） 

場所：武豊町民会館 練習室 

従事者：５人 

参加人数：80人 

講師：ＮＰＯ法人ツバルオーバービュー代表 遠藤秀一さん 

・ツバル写真展 

日時：2008年６月21日（土）～29日（日） 

場所：武豊町民会館 ギャラリー 

従事者：５人 

参加人数：460人 

写真：ＮＰＯ法人ツバルオーバービュー代表 遠藤秀一さん 

ⅱ）知多市 

 ・フィジー環境文化講演会 

日時：2008年9月13日（土） 

場所：知多市地域文化センター 

従事者：５人 

参加人数：18人 

講師：元シニア海外協力隊隊員 今西龍介さん 

 

ｂ）第１回「子どもエコミーティング」の実施 

以下の５つの地域の子どもを中心とした地域住民に、①フードマイレージの学習、②絵手紙ランプシェードの制作、

③ゆめホタル・ランプシェードの制作、などからなる第１回「子どもエコミーティング」を実施した。 

ⅰ）知多市 

日時：2008年9月13日（土） 

場所：知多市地域文化センター ホール 

従事者：５人 

参加人数：16人 

講師：元シニア海外協力隊隊員 今西龍介さん 

ダビンチスタッフ 伊藤勤さん 

ⅱ）阿久比町 

日時：2008年10月19日（日） 

場所：阿久比町白沢区民館 

従事者：５人 

参加人数：14人 

講師：ＮＰＯたけとよ 間瀬康文さん、ダビンチスタッフ 伊藤勤さん 

ⅲ）半田市 

日時：2008年11月3日（祝・月） 

場所：（有）みらい ２Ｆ集会室 

従事者：５人 

参加人数：12人 

講師：ＮＰＯたけとよ 間瀬康文さん、ダビンチスタッフ 伊藤 勤さん 

ⅳ）武豊町 

日時：2008年10月25日（土） 

場所：武豊町民会館 創作工房 

従事者：５人 

参加人数：9人 

講師：ＮＰＯたけとよ 間瀬康文さん、ダビンチスタッフ 伊藤 勤さん 

ⅵ）常滑市 

日時：2008年11月3日（祝・月） 

場所：武豊町立中央公民館 工作室 

従事者：５人 

参加人数：7人 

講師：ＮＰＯたけとよ 間瀬康文さん、ダビンチスタッフ 伊藤 勤さん 

 

ｃ）第２回「子どもエコミーティング」の実施 

第１回に引き続き、自宅の食事を題材にフードマイレージを調査した結果をまとめて、第３回子どもエコミーティ

「水筒」を持ちましょう 

予算も考えて献立作り 

食材はどこから来たのかな？ 
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ングでの発表者を決めるとともに、発表時に上演する「音と光のシンフォニー」の創作をおこなった。 

ⅰ）知多市 

日時：2008年10月4日（土） 

場所：知多市地域文化センター ホール 

従事者：５人 

参加人数：13人 

講師：ＮＰＯたけとよ 間瀬康文さん、ダビンチスタッフ 伊藤 勤さん 

ⅱ）阿久比町 

日時：2008年11月9日（日） 

場所：阿久比町白沢区民館 

従事者：５人 

参加人数：14人 

講師：ＮＰＯたけとよ 間瀬康文さん、ダビンチスタッフ 伊藤 勤さん 

ⅲ）半田市 

日時：2008年12月13日（土） 

場所：（有）みらい ２Ｆ集会室 

従事者：５人 

参加人数：11人 

講師：ＮＰＯたけとよ 間瀬康文さん、ダビンチスタッフ 伊藤 勤さん 

ⅳ）武豊町 

日時：2008年11月16日（日） 

場所：武豊町民会館 創作工房 

従事者：５人 

参加人数：9人 

講師：ＮＰＯたけとよ 間瀬康文さん、ダビンチスタッフ 伊藤 勤さん 

ⅵ）常滑市 

日時：2008年12月6日（土） 

場所：武豊町民会館 創作工房 

従事者：５人 

参加人数：7人 

講師：ＮＰＯたけとよ 間瀬康文さん、ダビンチスタッフ 伊藤 勤さん 

 

ｄ）第３回「子どもエコミーティング」の実施 

「ゆめホタル～クリスマスコンサート」の実施日にあわせて、「子どもエ

コミーティング」の学習成果を５つの地域の参加者で共有する、第３回「子

どもエコミーティング」を開催した。 

 

日時：2008年１２月２３日 

場所：武豊町民会館 輝きホール 

従事者：１０人 

参加人数：エコミーティング参加者 30人 

     一般来場者       181人 

 

 

10）芸術と科学のハーモニー事業その３ 

 

「小さな光が世界を灯す 

 ゆめホタル～１万世帯のエコ生活応援プロジェクト」実施事業 

 

本事業は、環境アートとして展開する「ゆめホタル」を地域住民の環境行動啓発のためのコミュニケーション推進に活

用することで、地域住民の環境にやさしい生活をこころの側面で応援し、町民会館プランに掲げられる「持続可能なコミ

ュニティ（２１世紀の地球と社会システム）を生み出す文化の創造」にむけた貢献を目指すものである。（海外との連携

実施のため、プロジェクト名は「ゆめホタル～Relay for the Future」に変更の予定。） 

具体的な手立てとして、「フレンドシップ事業」や「ゆめホタル～キャンドルナイト」などの環境啓発イベントに参加

して環境行動の必要性に「気づき」を得た地域住民に、自宅で簡単に「音と光のシンフォニー」を楽しみながら「でんき

を消してスローな夜を」実践できる「ゆめホタル～エコ生活応援パック（以下、エコ生活応援パック）」を貸し出す。こ

の取り組みを通じて、イベントの感動で得た「動機」を、人々の日常での「行動」につなげる可能性を探る。 

また、こうした活動に参加する地域住民一人ひとりの取り組みを「エコ生活応援パック」の「エコ生活日誌」というア

ナログな方法で人から人へつなげ、住民参加の連鎖を推進していくとともに、ＩＴを活用してその繋がりを可視化するこ

とにより、この取り組みに参加する全ての人々をつなぎ、さらなる行動を喚起させるコミュニケーション推進の可能性も

探る。 

ボクんちのメニューの CO2 は～？ 

光の操作ってこうやるんだ～ 

私のエコメニューどう？ 
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２００８年度は、「エコ生活応援パック」で使用する「ゆめホタル mini」の設計や、以下に示す限定的な試験実施など

を行い、「フレンドシップ事業」の２００９年度の活動で本格的な実施することを目指す。 

なお、「ゆめホタル mini」の製作費用の獲得のために、「ちたしん」が実施する地域振興社会貢献活動「夢サポート」

へ申請し、２０万円の資金を獲得した。また、充電電池メーカーなど企業との協働提案としてまとるとともに、特定非営

利活動法人パートナーシップサポートセンターが主催する「企業・ＮＰＯ協働アイデアコンテスト」へ協働提案を応募し

て入選を果たし、今後の企業協賛の可能性を模索した。 

 

ａ）「ゆめホタルmini」の設計 

日時：通年 

場所：武豊町民会館 

従事者：３名 

ｂ）「ゆめホタル～１万世帯のエコ生活応援プロジェクト」試験実施 

日時：２００８年１２月１０日～１２月２７日 

場所：ブラザー工業株式会社 

従事者：１名 

参加者：２０名 

 

 

11）芸術と科学のハーモニー事業その 4 

「映像メディア講座」実施事業 

 

映像作品の制作を通して、映像メディアへの理解を深めるとともに情報発信への関心を高め、町民会館を中心として武

豊町の様々な自然・文化を映像メディアとして記録したり、広く外部に情報発信したりすることに関わる人材を育成する。 

映像メディア講座の受講生は初級が親子の参加と女性の３人だった。作品制作は７人の受講生でスタートしたが５ヶ月

の講座期間に都合が悪くなってしまった受講生もおり最終的には３人になってしまった。“ゆめプラ映像発表会”への作

品応募を目標に初級の受講生は１分前後の作品を制作し、作品制作は当初目標にしていた脚本より少し内容を削り短くな

ってしまったが１本の短編映画と旅行記を制作することができた。発表会では一般の方にも見ていただき、作品制作の講

師からお褒めの言葉をいただいた。また、講師の作品を参考作品として上映し、実際の現場の声を聞ける貴重な機会にも

なった。 

武豊アニメーションフィルムフェスティバル（TAFF）ではアートアニメーションや 3DCG、モーショングラフィッ

クを含むテレビの“アニメ”とは違った個性豊かな短編アニメーションの上映と、orange filmsの北山大介氏と企画の

吉田雅彦氏によるトークセッションを行なった。また、ホワイエでは名古屋を中心にグラフィックやウェブのデザインで

活動している melacotta 氏による、アニメーションの原点であるパラパラマンガやターンテーブルを利用したアニメー

ションの仕組みについての展示を行なった。約６時間の長時間の公演であったが、途中で帰る人はほとんどおらず、レベ

ルの高い作品の上映に満足していただけた。 

 

A. 映像初級講座 

 

対  象  小学5年生以上 

内  容  映像作品を制作する基礎となる 30秒程度のデジタルビデオ作品の制作 

講  師  高木 正博さん、横田 覚さん  

講座 日   時 会   場 内  容 出席者数 

１ 
2008/８/２（土） 

10:00～15:30 

中央公民館 

図書室 

ビデオカメラの使い方と 

作品づくりの方法と手順 
３名 

２ 
2008/８/３（日） 

10:00～15:30 

中央公民館 

図書室 

撮影した映像の批評会 

映像作品の編集について 
３名 

３ 
2008/８/９（土） 

10:00～15:30 

中央公民館 

図書室 
作品発表会、講評 

３名 

参加者数  延べ９名 

従事者数  ６名 

 

 

B. 映像作品制作講座 

 

対  象  映像講座初級修了者または映像作品制作経験者 

内  容  15分程度の短編自主映画作品を制作した。 

講  師  外山 進一さん 

講座 日   時 会   場 内  容 出席者数 

１ 
2008/6/15（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房 
脚本の書き方について ７名 

家族を紹介するぞ～ 
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２ 
2008/7/20（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房 
脚本と制作グループの決定及び撮影実習 ４名 

３ 
2008/８/17（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房・情報プラザ 
撮影映像の批評とデジタル編集について ２名 

４ 
2008/9/28（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房・情報プラザ 
中間発表 ３名 

５ 
2008/10/19（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房・情報プラザ 
作品発表、講評 ３名 

参加者数  延べ19名 

従事者数  延べ10名 

 

Ｃ. 武豊アニメーションフィルムフェスティバル 2009（TAFF‘09） 

 

日  時  2009年3月2２日（日）14:00～20:00 

会  場  響きホール 

対  象  一般 

企画運営  吉田 雅彦さん 

内  容  若手映像作家達による芸術的なアニメーション作品の上映とト

ークセッションを行った。 

４プログラムで 40以上の作品上映をした。 

参 加 費  １日通し券 1000円、1プログラム500円 

      ※ただし、トークセッションは無料 

参加者数  約 99名 

従事者数  延べ20名 

 

 

D．ゆめプラ映像発表会 

 

日  時  2008年11月16日（日）14:０0～15:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 情報考房 

対  象  一般 

内  容  「映像メディア講座・初級」で制作した１分程度の作品や、「映像

メディア講座・作品制作」で制作した短編映画の上映会 

応募点数  ５作品 

応 募 者  ５名 

参加者数  12名 

従事者数  ２名 

 

 

12）芸術と科学のハーモニー事業その 5 

「ロボット製作教室」実施事業 

 

 ○レゴロボット製作教室 初級 

日  時  2009年７月５日（土）、６日（日）、12日（土）、13日（日） 

      10:00～17:00の各 4回行う 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学４年生以上 

講  師  伊藤 勤さん 

内  容  午前はマインドストーム付属の CD のトレーニングミッショ

ンの『基本』を各自で行い課題をクリアするプログラム、

午後より相撲対戦できるようなロボットを組み立て、リモコンで

動かすプログラムを考えた。 

参加者数  延べ27名（各回定員 7名） 

従事者数  延べ26名 

 

 

 ○レゴロボット製作教室 中級 

日  時  2009年11月29日（土）、30日（日） 

10:00～17:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学４年生以上でレゴロボット製作教室 初級講座修了者 

かわいいFLIP BOOKがたくさんありました 

（TAFF‘０9） 

ロボット製作中 

先生の説明にはヒントがいっぱいです 
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講  師  伊藤 勤さん 

内  容  テーマとしてあたえられた“遊園地”にある遊具やオリジナルアトラクションを考え、レゴロボットを使

ってミニチュアの遊園地を制作する。 

 参加者数  延べ13名（各回定員 7名） 

従事者数  延べ1７名 

 

 

○レゴロボット製作教室 上級 

 

日  時  2009年2月7日（土）、8日（日）、11日（祝・水） 

      10:00～17:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  レゴロボット製作教室 中級修了者 

講  師  伊藤 勤さん 

内  容  申込み時に「対決！ロボ・ボール」で戦うロボットのスケッチを描

いてくる課題を渡し、講座初日に持ってきてもらった。2 日間でオ

リジナルロボットを完成させて、最終日の午前は一般公開で「対決！

ロボ・ボール」のトーナメント戦を行なった。また、ダ･ヴィンチス

タッフが選ぶ、ゆめプラダ･ヴィンチスタッフ賞も２名に贈られた。 

 

講座 日   時 会 場 内  容 出席者数 

１ 
２/７（土） 

10:00～17:00 
創作工房 競技会説明、スケッチ検討会、ロボット製作 6名 

２ 
２/８（日） 

10:00～17:00 
創作工房 ロボットの製作・改良、対戦の抽選 6名 

３ 
２/11（祝・水） 

10:00～17:00 
創作工房 競技会、自由対戦、表彰式、片付け 6名 

参加者数 延べ18人 

従事者数 延べ20名 

 

 

○マイクロロボット製作教室 

 

日  時  2008年８月30日（土）13:30～16:30 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学5年生以上中学生まで 

内  容  有線で動かせるマイクロロボットを製作した 

参 加 費  無料   

講  師  松谷宏明さん 

主  催  独立行政法人科学技術振興機構 

特定非営利活動法人ヒューマンウェア・ネットワーク機構 

       ＮＰＯたけとよ・武豊町教育委員会 

参加者数  18名 

従事者数  9名 

 

 

13）芸術と科学のハーモニー事業その 6 

「モデルロケット製作教室＆打ち上げ大会」実施事業 

 

○モデルロケット製作教室＆打ち上げ大会 

日  時  2008年4月19日（土）製作  9:30～12:00 

              ロケット確認 11:30～12:00 

               講演     13:00～14:00 

打ち上げ大会 14:10～16:15 

会  場  製作 創作工房 

講演 情報考房 

打ち上げ大会 ふれあい広場 

対  象  小学生以上（3年生以下は保護者同伴） 

内  容  午前中にモデルロケットの製作教室を行った。午後には、林紀幸

先生のロケットや宇宙についてミニ講演会を行った後、打ち上げ大

対決！ロボ･ボールで勝つための機構考案中 

 

説明書に従って進んでいきます 

 

パパと一緒に作ったよ 
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会「大空杯」を行った。大会では打ち上げたロケットの着地地点と

目標との距離の近さを競った。 

参 加 費   材料費 2,000円 保険料 100円 

      火薬代 600円 

 参加者数  製作 23名 （保護者 10名） 

      火薬の詰め替え 1名 

講演 51名 

打ち上げ大会 約 60名 

講  師  東海モデルロケットクラブの皆さん 

  林紀幸さん（元宇宙科学研究所ロケット技師）  

来  賓  加藤一成さん（日本油脂株式会社・工場長） 

従事者数  12名 

 

参加者部門小計  延べ145名 

従事者部門小計  12名 

 

  

14）芸術と科学のハーモニー事業その 7 

「からくり工作教室ならびにダ・ヴィンチ作品展覧会」実施事業 

 

 ○からくり工作教室・子ども編 

日  時  2008年8月23日（木）13:30～16:30 

2008年8月24日（金）13:30～16:30 

2008年8月26日（日）13:30～16:30 

対  象  小学 3年生以上中学生まで（小学 3･4年生は保護者同伴） 

内  容  今まで行った「からくり工作教室 子ども編」に参加したこと

がない参加者は、木工で動く 4本足のオリジナル恐竜のおもち

ゃを製作した。それ以外の参加者は木工で動く 2本足のオリジ

ナル恐竜のおもちゃを製作した。 

参 加 費   材料費 900円 保険料100円 

講  師  久田大輔さん 

 

参加者数  延べ29名 

 従事者数  延べ26名 

 

 

○大人の木工教室 

日  時  2008年10月１日（水）18:00～21:00 

2008年10月２日（木）18:00～21:00 

2008年10月３日（金）18:00～21:00 

対  象  高校生以上 

内  容  無垢材を使ったフォトフレーム。 

参 加 費   材料費 1400円 保険料 100円 

講  師  河合義昭さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者数  延べ38名 

従事者数  延べ15名 

講座 日   時 会  場 内  容 出席者数 

1 
8/23（木） 

13:30～16:30 
創作工房 動く恐竜のおもちゃの製作 10名 

2 
8/24（金） 

13:30～16:30 
創作工房 動く恐竜のおもちゃの製作 10名 

3 
8/26（日） 

13:30～16:30 
創作工房 動く恐竜のおもちゃの製作 9名 

講座 日   時 会  場 内  容 出席者数 

1 
10/3（水） 

18:00～21:00 
創作工房 フォトフレームの製作 13名 

2 
10/4（木） 

18:00～21:00 
創作工房 フォトフレームの製作 13名 

3 
10/5（金） 

18:00～21:00 
創作工房 フォトフレームの製作 12名 

発射！ 

どきどき初体験 

どんな写真を入れようか？ 
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 ○ダ・ヴィンチ作品展覧会 

日  時  2008年11月15日（土）10:00～20:00 

2008年11月16日（日）10:00～1７:00 

会  場  ギャラリー 

対  象  一般 

内  容  高浜市在住の木工作家、神谷長幸さんが、ダ・ヴィンチの図面に

基づいて製作した木製模型の展示会。鑑賞者は実際にさわって動

かして、ダ・ヴィンチのアイデアの素晴しさと模型の精密さに感

心した。今回は神谷佳孝さんの作品も特別展示した。 

参加者数  約 310名 

講  師  神谷長幸さん 

従事者数  延べ34名 

 

 

15）芸術と科学のハーモニー事業その 8 

「芸術と科学のハーモニー・レクチャー講座」実施事業 

 

『見ることを学ぶ』をテーマに、描画の体験ができる石膏デッサン体験講座や実際に現代美術を鑑賞する機会を設けた。

また、楽しいアートレクチャー講座ではオリジナル消しゴムスタンプの制作を行った。 

 石膏デッサンを体験することによって目で見たものを再現することの難しさを感じてもらえた。また、現代美術の鑑賞

事業では、太鼓を使った作品「Vibracion Cajon」と、中国の物語をモチーフにした作品「壺中天」と、オルゴールを

使った作品「WOVEN」を展示した。それぞれ全く種類の違う作品を見るだけではなく、作品に直接触れて感じること

で、鑑賞者同士がコミュニケーションを取ることができ、子どもにも大人にも好評であった。 

 

Ａ．石膏デッサン体験講座 

 

対  象  小学５年生以上 

内  容  鉛筆か木炭を選択して石膏像を紙面上に再現した。 

 描きあがった作品をギャラリーで５日間展示した。 

参加者数  1０名 

講  師  高野 正之さん 

 従事者数  延べ４名 

 

     

講座 
日   時 会 場 内  容 出席者数 

１ 
2008/8/2（土） 

18:30～20:30 
情報考房 

コンポジション(構図)の決定と 

あたり 
９名 

２ 
2008/8/3（日） 

18:30～20:30 
情報考房 

量感(ボリューム、マッス)や 

立体感を意識した制作 
10名 

３ 
2008/8/5（火） 

18:30～20:30 
情報考房 全体の形の確認 10名 

４ 
2008/8/6（水） 

18:30～20:30 
情報考房 細部の表現と完成 10名 

 

 

Ｂ．オリジナル消しゴムスタンプを作ろう 

日  時  2009年３月７日（土）13:30～15:30 

会  場  創作工房 

対  象  小学３年生以上 

内  容  スタンプ用の消しゴムを三角刀で削りオリジナル消しゴムスタン 

プを作った。 

作品は町民会館のロビーの掲示板で展示をした。 

参加者数  23名 

 講  師  名古屋経済大学短期大学部 保育科専任講師 藤田雅也さん 

従事者数  ５名 

 

 

Ｃ．現代美術の鑑賞 

「Vibracion Cajon」 

真剣に削っています 

今年も多くの作品が揃いました 

影を描いていくのは難しいです 



 17 

   Cajon（カホン）という太鼓を使ったアート  

音を振動で感じながら数人でCajon を叩いてセッションを楽しむ作品 

「壺中天」 

  「壺中天」という中国の物語をモチーフにしたアート 

   鑑賞者がテーブルの上で壺を傾けると壺の中の世界の映像がテーブルの上 

に流れ出し、再び壺を近づけると壺の中に世界が流れ込んでくる作品。 

「WOVEN」 

  オルゴールを使ったアート 

  天井から吊られている８つのスピーカーの輪の中で、２人がそれぞれにオ 

ルゴールを回すと単音の響きが次第に重なり、ハーモニーを作り出す作品。 

 日  時  2008年９月13日（土）・14日（日）10:00～20:00 

      2008年９月15日（祝・月）10:00～14:00 

      但し、「Vibracion Cajon」は13日の14:00～展示 

会  場  ギャラリー、創作工房 

対  象  一般 

内  容  観て・触って・聴いて、体でアートを感じる３作品を展示した 

参加者数  451名 

作  家  金箱淳一さん（Vibracion Cajon）、コンスキョンさん（壺中天）、 

坂本茉里子さん（WOVEN） 

従事者数  51名 

 

 

D．科学のレクチャー講座 

「音楽と数学-バッハ音楽の源を探る-」 

日  時  2008年10月11日（土） 

会  場  ゆめたろうプラザ 響きホール 

対  象  一般 

内  容  桐山女学園大学教授、名古屋大学名誉教授の浪川幸彦さんが「音楽

と数学」の関わりについて、特にバッハを中心とした講演を行った。

又、名古屋芸術大学、上野学園講師の戸崎廣乃さんがチェンバロで

バッハの曲を演奏し、バロックの音色を参加者全員で味わうことが 

できた。 

参加者数  105名 

従事者数  延べ９名 

 

 

E．地元企業技術者とのサイエンス連携事業 

 

 ○サイエンス・トーク「住の科学」（岩部建設株式会社） 

日  時  2008年10月13日（土）9:30～12:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学５年生以上 

内  容  岩部建設㈱が取り組んでいる工法「リファイン」をテーマに漫画

「サザエさん」の家族の住む家の 10 年後の間取りをグループご

とに考えた。 

参加者数  20名 

従事者数  9名 

 

 

 ○サイエンス・トーク「炭の科学」（東海カーボン株式会社） 

日  時  2009年3月20日（祝・金）9:30～12:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学５年生以上 

内  容  東海カーボン㈱が生産しているカーボンの紹介や、木炭電池実

験、ゴムとカーボンの関係など、実験を多用してカーボンの持

つ性質と、さまざまな利用法について学んだ。 

参加者数  19名 

従事者数  4名 

 

 

16）芸術と科学のハーモニー事業その 9 

“壺”から映像が流れでます。 

実演ありの浪川先生の講演でした 

サザエさんちの間取りを考えました 

不思議だな～色が消える 
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「楽しい工作」実施事業 

 

 ○輪ゴム鉄砲製作教室＆射撃大会 

日  時  2008年6月７日（土）9:30～16:30 

2008年6月８日（日）9:30～12:00 

会  場  創作工房 

対  象  小学4年生以上 

内  容  武豊町在住の日本ゴム銃射撃協会武豊支部の支部長、内田さん

を講師に招き、ゴム銃を木工で製作し、そのゴム銃を使って日

本ゴム銃射撃協会の公式ルールに則った射撃大会を開いた。 

参 加 費   材料費 900円 保険料100円 

参加者数  32名 

講  師  内田保男さん 

従事者数  延べ19名 

 

 

 ○ルアー製作教室 

日  時  2008年9月20日（土）10:00～17:00 

会  場  創作工房 

対  象  小学5年生以上 

内  容  ナイフを使って木から魚を削りだし、オリジナルルアーを作っ

た。 

参 加 費   材料費 400円 保険料100円 

参加者数  5名 

講  師  ダ･ヴィンチスタッフ 

従事者数  6名 

 

 

 ○地元作家の展覧会 

日  時  2009年１月17日（土）10:00～20:00 

      2009年１月18日（日）10:00～17:00 

会  場  ギャラリー 創作工房 

対  象  一般 

内  容  地元在住のアマチュアガラス作家の作品を集め、展示した。出

展作家と来場者のふれあいが好評であった。また、創作工房で

行った「とんぼ玉プチ体験」「アクセサリー組み立てプチ体験」

コーナーを設置したことにより、多くの人たちにモノ作りの楽

しさを感じてもらうことができた。 

参加者数  約４７５名 

従事者数  １０名 

 

 

17）芸術と科学のハーモニー事業その 10 

「ゆめたろう放送局」実施事業 

 

「ゆめたろう放送局」とは町民会館を中心に実施される、科学・芸術・文化事業の情報を、ホームページや映像作品 

を通じて広く住民に発信する事業である。 

ゆめたろう放送局の番組として「鑑賞事業」は主に予告ページを、「芸術と科学のハーモニー事業」は主に報告ペー 

ジを情報スタッフの皆さんに作成してもらった。 

「ちょっと拝借あなたの情報～あなたが作った映像がケーブルテレビで流れます～」は地元ケーブルテレビの協力で、

今年度も事業を続けたが、作品を集めることができなかった。しかし、NPO たけとよと町民会館が撮影したテープを

視聴者投稿ビデオとして数本放送してもらうことができた。 

 

Ａ．ゆめたろう放送局 

 

対  象  情報スタッフ 

内  容  町民会館を中心に実施される各種事業の内容を取材・情報収集してホームページコンテンツを制作し、町

民会館の情報プラザに設置されたインターネットサーバーに立ち上げた「ゆめたろう放送局

（http://www.yumetaro.net）」にて情報発信をした。 

 

 

狙いを定めて～ 

うまいうまい、その調子 

ちょっと～、スゴイ作品ね！ 
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会議 日   時 会  場 内  容 出席者数 

１ 
2008/２/24（日） 

13:30～15:30 
― 

12･1･2月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 4月以降の事業について 
流会 

２ 
2008/5/25（日） 

13:30～15:30 
― 

3･4･5月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 7月以降の事業について 
流会 

３ 
2008/8/17（日） 

13:30～15:30 
― 

6･7月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 10月以降の事業について 
流会 

４ 
2008/11/18（日） 

13:30～15:30 
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ1 

8･9･10･11月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 1月以降の事業について 
６名 

従事者数 42名 

 

 

B．ちょっと拝借あなたの情報～あなたが作った映像がケーブルテレビで流れます～ 

 

対  象  一般 

内  容  身近で起こっている出来事や PR したいことなど情報発信をしたいものを収めた３分程度のデジタルビ

デオ作品を募集し、知多半島ケーブルネットワーク株式会社に放映してもらう。 

参加者数  ０名 

協  力  知多半島ケーブルネットワーク株式会社 

従事者数  ０名 

 

 

Ⅲ 町民会館管理運営受託事業 

 

１）管理運営業務 

＜管理運営業務内容＞ 

  ① 町民会館で行われる自主文化創造事業に係る業務 

  ② 町民会館の周知及び会館利用者の増加を図る啓発業務 

  ③ 町民会館施設使用料・附属設備使用料の収納に係る業務 

④ 町民会館施設使用料の還付金支出に係る業務 

⑤ 「ゆめプラメイト」管理事務 

⑥ 「ゆめプラスタッフ」管理事務 

  ⑦ その他町民会館が適正かつ有効に利用されるために必要とされる業務 

 

＜職員の雇用と業務内容＞ 

① 事務職員 3人 

  勤務時間 8:30～22:00（二交代制） 

  業務内容 委託業務全般 

② パート職員 ４人 

  勤務時間 9:00～21:00（二交代制） 

  業務内容 町民会館の貸館・受付業務および NPOたけとよ事務職員の業務の補助 

③ パート職員 １人 

勤務時間 17:00～22:00 

業務内容 町民会館の貸館・受付業務および NPOたけとよ事務職員の業務の補助 

 

＜活動状況＞ 

町民会館が開館して５年目を迎えた。町職員の異動により、オープン当初からの町職員がすべて入れ替わってしま

った。事業実施のノウハウ等、ますます研鑽を重ね、経験を生かしていきたいと思う。また、今年度は愛知県の施設

予約システムの導入があり、予約の手順が増えた。人為ミスによる予約事故が無いよう、チェックを入れる箇所を決

めるなど、試行錯誤しながらではあるが、作業の段取りを組んでいきたい。勤務が交代制で、全員揃って打合せをす

ることが難しいので、連絡ノートの他、PCカレンダー、メールのCCなどを活用し、仕事に対する共通理解や、情報

の共有を図れるように工夫した。 
 

 

２）会館ホームページ変更ならびに更新作業 

 

会館ホームページアドレス：http://www.town.taketoyo.lg.jp/kaikan/index.html 

 

今年度は大きな変更作業はなかったが、代わりに「武豊春の音楽祭」のホームページを作成した。 
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 別途会館ホームページ更新作業 60回 

  

 

変更作業 

作業月 回数 作業月 回数 

４ ４回 １０ ６回 

５ ５回 １１ ５回 

６ ６回 １２ ５回 

７ ５回 １ ５回 

８ ５回 ２ ５回 

９ ５回 ３ ４回 

合計 ６０回 

 

 

Ⅳ 研修会 

2007 年 11 月に文化のまちづくりセミナー第 1 弾として，「未来を担うゆめたろうプラザ―小出郷文化会館に学

ぶ―」を，小出郷文化会館館長の櫻井俊幸氏を招いて実施した。その後，法人の今後の事業展開に明快なビジョンを

もつことをめざして検討を重ね、「これからプラン 2008 めざせ 2018」としてまとめた。 

自分たちが暮らす武豊のまちづくりを，文化の視点から考えたときに，町民会館はどのような役割を果たすことがで

きるのか，そこで法人ががどのような役割を担うことができるのかを，町や地域住民と共に考え，共有していきたい

と考え、帝塚山大学大学院で公共政策を教授し，各地の自治体の文化行政や「まちづくり」組織への関わりを多くも

つ中川幾郎氏を迎え、セミナー第 3弾を企画した。 

 

１）NPOたけとよ 文化のまちづくりセミナー「みんなが主役！文化のまちづくり」 

 

日 時 5月 16日(金) 18:30～20:30 

会 場 響きホール 

講 師 中川幾郎（帝塚山大学 法政策学部公共政策学科 教授） 

対 象 一般 

内 容 講演会 

趣 旨 各地の自治体の文化行政や「まちづくり」組織への関わりを多くもつ

中川幾郎氏を迎え、全国の事例を学ぶことで、自分たちのまちづくり

に町民会館をどう生かしていったらいいのか、NPO たけとよはどう

あるべきか、何ができるか、という視点で、武豊町の未来について行

政や地域の人たちと共に考える機会とする。 

参加費 無料 

共 催 武豊町教育委員会 

参加者 56名 

 

 

【その他の事業の活動報告】 

 

その他の事業の実施はありませんでした。 

 

行政の文化化と市民(シチズン)づくり 


